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弊社は愛知県清須市に本社を構え、主に自動車部品の製造・販売をし
ております。私が所属している平和町工場では、カーテンエアバッグ・ニーエ
アバッグ、インフレータ、オイルポンプを製造しております。

一般的なエアバッグとして運転席、助手席エアバッグがありますが、私たちは脚周辺を守る
ニーエアバッグを生産しており、構造として、車両衝突時ガスを発生させるインフレーター、の
ガスでエアバッグが展開し乗員を保護する仕組みです。ケース・カバーは車両に取り付ける
際、固定する部品です。

メンバーは9人で2回／月、1回の会合時間は60分で活動しています。サークル名の由来ですが、Kneeエアバッグとお兄ちゃんをかけておKneeちゃんとなりました。
活動のこだわりとしまして、メンバー全員がテーマを自ら体感し、実践することで、テーマと意識の共有化を図り、メンバー全員で協力し、一丸となってテーマに取り組む
ために役割分担を実施。ベテラン・若手が混合するため、サークルレベル評価表を用いて評価したところ若手のX軸が弱点であることがわかりました。

メンバー全員でテーマを出し、点数付けした結
果、一番点数が高く、共通性がある　『１、ダミー
ワークの運搬が大変』に決定。選定理由としまし
ては、工場再編のレイアウト編成により、組付工
程とダミー置き場が遠くなってしまった為、ダミー
ワークを取りに行く時間と運搬の両方に負担が出
てきたため、毎日行う作業のため、楽にしたいと思
いこのテーマに決めました。

工程の流れとして、①バッグ、インフレータ・ケースの
仮組しバーコードを貼付け　②共同ロボットがワー
クを搬送・設備にセット・ナット締付・完成品取りだ
し③カバー検査・組付④完成品検査・箱詰め作
業。この中で、ダミーワークを使用するのは②と③と
なっており、ダミーワークを６ヶ/直使用。また、重量
を調べたところ、合計で７Kgあることがわかりまし
た。

レイアウト再編後、ダミーワークが複数存在するた
め、スペースの兼ね合いで工程のみ移動したことか
ら、旧工程場所にダミー置き場が残ってしまいまし
た。生産開始時の流れは早朝6:30から日常点
検表を用いて点検を行い上手の流れで点検開始
から集荷まで10分しかないことがわかりました。
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日常点検にかかる時間を調査。点検時間を10分超過しているラインが3ラインあり、手動機である#4ラインは、日常点検に14分もかかっており、10分以内におさ
まっている#10ラインとの行動を比較すると、②.③.⑤の項目で時間に差があることがわかりました。日常点検の手順として、①ラインに行き、本日の点検で使用す
るダミーの確認②ダミーワーク置き場で、ダミーを探す③各ラインまで手で運搬する。④の点検時間は設備上変えられないので、ダミーワークに関する②.③.⑤の項
目を調査し、ダミー置き場から各ラインまでの距離は、1番遠い#4で５１ｍもの距離があることがわかりました。

ダミー置き場を詳しく調査してみると、組み入れシリーズの多い汎用ラインでは、ダミーの数も多く、棚も大きいことがわかりました。日常点検の間に合っている#10と
間に合っていない#4で、ダミー数を比較したところ、汎用ラインである#4が１５５個と最も多いことがわかりました。次に、ダミーの収納状態を見てみると、それぞれ
の用途ごとにトレイに収納されていることがわかりました。技能員は、点検時に1トレイずつ手で持ってダミーを運搬しているため、合計で3往復しています。また、男女
別で、歩行時間を調査してみたところ、各ラインからダミー置き場までの歩行時間では、“男性”と“女性”で平均7秒の差があることがわかりました。

「手で運搬することが当たり前になっている私たちは、どのような運搬するのが正しいのか・・・・?」という疑問にぶつかりネットで調べたところ、OWAS法というもの
を知りました。OWAS法とは?上肢・体幹・下肢・回数の4つの項目を細分化させた組み合わせにより点数付けできる方法で、4段階で評価され、点数が高いほ
ど改善を急がなければならないという評価基準になっています。メンバーで話し合い、この方法を用いて点数付けをすることになりました。例として台車に物を乗せ
る作業で見てみると2点となります。

代表で両直女性である#6の点検行動をOWAS法にて点数付けしてみると、
2点となり改善が必要と判断しました。この運搬の負担と時間の負担を同時
に解決するため、課オリジナルの負担点数表を作成しました。X軸で運搬の負
担・Y軸で時間の負担を表しており、１~３点の3段階で点数付けをします。
日常点検の時間が10分以下、OWAS法1点をOKゾーンとして、X軸・Y軸
共に負担がない状態を狙います。

運搬にかかる負担を、2024年6月末までに負担点数表でOKゾーンにする。
計画は下記の通り、全員がテーマリーダーとして役割を持ち進めてきました。



対策完了前に、新ラインのﾀﾞﾐｰ作成の話を聞き、メンバーからは「またﾀﾞﾐｰが増えるのか…」と悲しい声が上がり
ました。少しでもﾀﾞﾐｰを減らす方法はないかとアドバイザーに相談したところ、「ﾀﾞﾐｰを共用で使えるようにしてみ
たら?」とアドバイスをもらい、生技室の花村さんに再度、力を貸していただき、新たに対策を実施しました。新しく
製作していただいた共用治具を実際に日常点検で使用しました。従来の日常点検の様子と比べてみます。左側
写真が従来の日常点検の様子で、ﾀﾞﾐｰのセット・回収・返却を手動で行っています。右側の写真が共用治具を
使用した点検の様子で、特徴として、機内に共用ダミーワークの置き場を設けたことで、ロボットがﾀﾞﾐｰの取り出
しから返却まで行い、運搬の無駄がなくなりました。

棚の中には補給品のダミーや現在使用していないダミーがあり、生技室のエアバッグ担当の花村さんに協力いただき、棚卸を行うことで合計35個のダミーを減らす
ことができました。 棚の中のダミーの置き方がバラバラだったため、置き方のレイアウトを見直し、種類順に並び替えたことで、ダミーの見つけやすさが向上し、ダミー
ワークを探す時間も軽減されました。

明示がないトレイの手前に明示を貼ったことで、トレイを取り出して確認する必要がなくなり、負担が軽減されました。また、ダミーワークの使用頻度の高いものを上
段に配置することで、使いやすさも向上しました。③の台車を使用する対策については、市販の台車ではサイズが合わないという意見がメンバーから出たため、全員
で話し合い、「自分たちで使いやすい台車を作成する!」ということになりました。ポイントとしては、引き出し式で幅が広めの2段式、男女共に使いやすい高さを意識
し、メンバー9人のストライクゾーンである下から900mmの高さに持ち手を設置しました。

主要因①の探すのに時間がかかるの対策として、『トレイ棚を整理整頓する』
主要因②の明示と中身が違うの対策として、『トレイに明示をする』を選び、Y
軸の時間の負担軽減を狙います。主要因③の手で持つにはワークが重いの対
策として、『ダミーの運搬に台車を使用する』を選びX軸の運搬にかかる負担の
軽減を狙いました。

ダミー運搬時に人への負担がかかる要因を掘り下げ、人・環境・方法の観点
から3点を取り上げて対策を進めることにしました。①探すのに時間がかかる
②明示と中身が異なる　③手で持つにはワークが重い　を取り上げて対策を
進めることにしました。

若手が多く、経験年数も少ないため、改善
の得意な先輩に教えてもらいながら、時間
をかけて全員で作成しました。



対策後　OWAS法で点数付けしたところ、ダミーを探す姿勢、運搬の姿勢がどち
らとも1点となり、誰でも安全にダミーを運べるようになりました。

台車を作成したことにより、メンバーの改善能力向上、例として、ピッキングの角度
を変更し出荷バーコードの取りだしやすさに繋がりました。また、１０分以内に日
常点検が完了するので、朝一の欠品枚数も”０”枚となりました。

歯止めとしまして、ダミーワークの運搬を技能員が日常点検前後に各ラインま
で台車で運搬する。標準化としましては、台車を技能員が新ライン立ち上げ
時作成する。ダミーワークを技能員が運搬時、現場で製作した台車を使用す
る。これからも良い状態を維持できるように活動していきます。

サークルレベルですが、活動を通じて、改善技能・改善能力3.0→4.0へQC手
法の使い方とまとめ方　2.0→2.5へX軸2.8→3.1にレベルアップすることが出
来ました。個人別評価表を見てみると、若手の改善技能・能力が特にアップし
ており、若手の育成に繋がりました。次回のサークルも身近な困りごとから着眼
し、メンバー全員が役割を持って進めていきたいと思います。

共用治具とは、日常点検時にセットするとダミーの替わりにFPチェックが出来る治具です。「ケースの共用部分を使用することで、共用治具にできるのでは?」とアイ
ディアを頂き、製作を依頼。実際に使用すると、1シリーズにつきナット締め機用のダミーワークが3つ必要に対して、１つにすることができ、1シリーズあたり、2つダ
ミーを減少させることが出来ました。共用治具の作成後、機内にダミーを収納できるため、スペースの縮小にもつながりました。まあ、共用治具を使用することで、ダ
ミー数を85.7％も減少させることが出来ました。今後、他のラインでも横展していく計画を立てています。

サークルメンバー全員に聞いたところ、全員が「負担がなくなった」と回答しまし
た。X軸・Y軸ともにOKゾーン内に入り、目標を達成しました。

目標を達成したことにより、空いたスペースに台車やチェック表を置き、出社後すぐ
にダミーワークを準備できるようになりました。それにより、歩行距離の短縮につな
がりました。また、対策前の男女の歩行時間差が7秒だったのに対し、対策後は
男女で平均3秒の短縮となりました。


